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研究成果の概要（和文）：本研究では手話統一フォーマット（USC）を提案し，それを応用したシステムを開発した．
応用例としてはデータベースを利用して，手話・日本語辞書システムを開発した．これは手話から日本語を検索するこ
とができる辞書システムである．また，携帯情報端末を利用して，リアルチムに情報保障を行うシステムの開発を行っ
た．主な成果として上げられるのが，博物館などの展示施設において，展示物の解説を手話で案内するシステムである
．愛知県犬山市にあるリトルワールドや鹿児島市かごしま水族館で公開実験を行った．

研究成果の概要（英文）：We proposed a Universal Signing Code and developed its applicational system, in 
which we use a database and created a JSL-Japanese Dictionary that enables us to look in a sign to find 
its translation. We also created a system which supports the informational service in real time using a 
mobile terminal device. The remarkable result was the guide system in JSL at a public facility such as a 
museum. We held some experiments in public at Little World in Inuyama, Aichi, and Kagoshima City 
Aquarium.

研究分野：福祉工学
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１．研究開始当初の背景 
我々は，これまでにいくつかの聴覚障がい
者向けの支援システムを開発してきた．その
多くには手話動画を用いている．手話は文字
を持たない言語であるために，コンピュータ
上で扱うためには何らかの表記方法を定義
してファイル管理をしなければならない．試
作システムや単独のシステムであれば，その
都度独自の表記法を定義し，使用しても良い
が，我々のように多くのシステムを構築して
いる場合には統一的な表記方法を定義し，そ
れを利用する方がシステムを設計する上で
効率が上がると考えられる． 
日本ではこれまでにいくつかの手話表記
法が提案されており，代表的なものとして以
下の 3つが挙げられる． 
1) Kanda &  Atari 音韻表記法， 2) 
sIGNDEX，3) 長嶋 VGN表記法 
国際的には世界最初の手話表記法のスト
ーキー法，ドイツのハムノーシス，イギリス
式(Kyle)，スウェーデン式などがある．これ
らは各国の手話の事情に合わせた手話の表
記法を開発した結果，各国手話の特徴と各研
究者の思想を反映した独自の表記法となっ
た．それは特定言語ごとの特徴からして必然
的結果でもある． 
このように国内外では様々な手話表記法
が定義されており，新たに表記法を開発すれ
ば，その成果を放棄することになる．表記規
則に手を加えずに様々なシステムで統一的
に扱えるようになれば利便性は一気に上が
る．そこで筆者は海外を含む提唱されている
すべての手話表記法を様々なアプリケーシ
ョンで利用できるフォーマット「Universal 
Sign Code format（以下USC）」を提案して
きた． 

 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，手話をコンピュータ上で
扱うために用いられている様々な表記法を
統一的に扱うことができるフォーマットを
提案し，これを利用することで聴覚障がい者
向け支援システムの開発効率を上げること
である．この提案するフォーマットに準拠し
た支援システムをいくつか開発し，フォーマ
ットの有用性を評価するだけでなく，フォー
マットとそれに準拠したデータベースシス
テム，手話動画コンテンツおよび開発した支
援システムを一般公開し，USCを応用した聴
覚障がい者向け情報保障システムを世界中
に普及させる． 
本研究で開発予定の支援システムは，携帯
電話やゲーム機などの広く普及している携
帯情報端末を対象とする．これによりいつで
もどこでも情報保障が得られるシステムを
低価格で構築する． 
 
３．研究の方法 
まず，本研究の主な項目を以下に挙げる． 

1) USCの策定 

1) 聴覚障がい者へのアンケート調査 
2) アンケート結果を基にした支援システ
ムの開発 

3) 評価実験 
4) 成果公開 
 
本研究では，USCによって共通にアクセス
できるデータベースサーバを用意し，開発し
た支援システムと共に一般公開する．データ
ベースサーバはインターネット上に公開さ
れており，これに USC を渡すことで，それ
に対応した手話動画を得ることができる．例
えば，手話辞書に貼付されている USC(QR
コード)を読み取ると，それに対応する手話単
語動画が再生される．また，展示物の近くで
ゲーム機にインストールされたアプリを起
動し，一覧から解説を受けたい展示物を選択
すると，その解説手話動画が再生される． 
評価実験は，公共の施設を利用し，聴覚障
がい者を含めた一般の方を対象として実施
する． 
 
４．研究成果 
 主な研究成果を挙げる． 
1) USCのデータベースの開発 
 まず始めに，この研究の基となる USC の
データベースを開発した．このデータベース
には日本手話の単語を格納し，それぞれの意
味や手話音素，そして今回は手話表記法とし
て sIGNDEXを格納した． 
 図１にその一部を示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ USCデータベース 
 
2) 手話・日本語電子辞書システム 
 USC のデータベースには手話単語とそれ
に対応した日本語，および手話音素（手型，
腕の位置，動作）が収録されている．このデ
ータベースに GUI のデータベースマネージ
メントシステムを構築し，手話から日本語を
検索することができる辞書システムを開発
した．手話音素をキーワードとして入力する
と，手話の候補を列挙する．列挙された単語
をクリックすると，その動画が再生される．
利用者は，動画を見て目的の手話かどうかを
確認する． 
書店には多くの手話に関する書籍が並ん
でいるが，そのほとんどは日本語から手話を
調べるという日本語・手話辞書であり，手話
からそれに対応する日本語を引き当てる辞
書（日本手話・日本語辞書）は数少ない．こ
のため，手話学習者は日本語に対応する手話
を調べることができても，手話使用者が表現



した手話の意味を調べることが難しい．この
ような状況は，英語学習において，日本語に
対応する英単語を調べる和英辞書は存在し
ても，その逆の英和辞書がほとんど存在して
いないのと同じである．語学学習には，聴き
取り・口頭表現・読み取り・作文の 4技能の
習得があるが，中でも聴き取り（手話学習で
は「読み取り」）は他の 3 技能の基礎となる
ので重要である．しかし，手話学習では，読
み取り訓練の際に必要な手話・日本語辞書が
利用できないため，手話学習者は，他の言語
の学習よりも不利な状況に置かれているの
が現状である．また，手話辞書に描かれてい
る手話の絵では，初心者には実際の動きが分
かり難いという問題点もある．このような状
況を克服するために，筆者らは手話単語から
日本語の検索ができ，かつ手話を動画で表す
ことのできる『日本手話・日本語辞書』のシ
ステムを開発した．図２にそのシステムの概
念図を，図３に GUIを示す． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２手話辞書システム概念図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 手話辞書システム GUI 

 
3) 携帯電話を利用した聴覚障がい者向け情
報保障システム 
現代社会において，音声による情報伝達が
多数用いられている．ラジオやテレビ，講演
会など様々な情報が音声によって発信され
ている．しかし，聴覚障がい者らは，音声か
ら情報を得ることができない．例えば音声に
よる案内があった場合，それを聴覚障がい者
に伝えるためには，情報保障が必要である． 
一口に聴覚障がい者と言っても，先天性や

中途失聴，難聴など，障がいの程度は様々で
ある．情報保障としては先天性のろう者であ
れば手話，中途失聴や難聴など書記日本語に
堪能な人であれば要約筆記といったものが
挙げられる．  
公共施設などでは，障がい者への対応とし
て様々なバリアフリーの設備が整いつつあ
る．肢体障がい者にはスロープ，視覚障がい
者には点字や点字ブロックの設置などであ
る．しかしながら，ろう者への情報保障はま
だ十分でないと思われる．健聴者から見た場
合，書記日本語による掲示物があれば，それ
でよいであろうと考えてしまうが，これでは
十分な情報保障とは言えない．なぜなら，ろ
う者の多くは手話を母語としており，書記日
本語を読むのは得意でない人がいるからで
ある．もちろん手話による情報保障の必要性
を認知している場合もあると思われるが，常
に手話によるサポートを行うのは難しい．つ
まり情報保障システムとして考えた場合，手
話による情報保障が不足しているのが現状
である． 
これを解決するために，音声や文字による
案内に関する手話動画をその場で手軽に見
ることができるシステムがあれば，聴覚障が
い者であっても人の手を借りることなく，容
易に案内情報を得ることができる．例えば，
液晶ディスプレイを設置し，そこに手話動画
を流すという方法も考えられる．しかし，デ
ィスプレイを設置すると，その場所だけでし
かサポートが受けられないという問題があ
る． 
そこで筆者らは，これらの問題を解決する
ために携帯電話の動画配信機能とQRコード
を利用し，いつでもどこでも手軽に手話によ
る情報保障が受けられるシステムを提案し
てきた．このシステムでは，施設側は基本的
には手話動画を用意するだけでよく，新たな
設備を設置する必要はない．また，利用者側
は手持ちの携帯電話で情報保障を受けるこ
とができる．つまり，コストを低く抑えたシ
ステムが構築でき，全国の施設で導入される
ことが期待できる．さらに，利用者の立場か
らも，特定の場所に高価な情報保障サービス
があることよりも，いつでもどこでもサービ
スが受けられるというユビキタス的な情報
環境が望ましいと考えられる． 
本システムの概念図を図４に示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図４ 携帯電話による情報保障システム 



4) 携帯情報端末を用いた聴覚障がい者向け
情報保障システム 
先の研究成果はいわゆるガラゲーと呼ば
れるフューチャーフォンを利用してきた．し
かし近年はより高機能なスマートフォンが
普及してきた．そこで，携帯情報端末を使用
して，手軽に情報保障が得られるシステムを
開発した．スマートフォンは GPS が標準で
搭載されているので，これを利用して，より
簡単に扱える野外施設向け情報保障システ
ムを構築した．まず GPS 機能を用いて携帯
情報端末の現在位置情報を取得する．この情
報を基に現在位置周辺の展示物を画面上に
表示させ，それらから選択することで展示物
に対応する手話動画を再生する仕組みであ
る． 
図５にシステム概念図を，図６に地図表示
画面を，そして図７に手話動画の再生画面を
示す． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
図５スマートフォンでの情報保障システム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６ 施設全体と現在位置の表示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７ 手話動画再生例 
 
5) 成果公開 
社会還元の一つとして，これまでの研究成
果を基に水族館でシステムを構築した． 
鹿児島市にあるかごしま水族館において

運用を開始する予定である． 
かごしま水族館では､「来館者にやさしい
施設づくり」プロジェクトを立ち上げ，来館
するすべての人に楽しんでもらえるように
改善・提案・実施をしている．このプロジェ
クトの一部として，研究成果の一部であるス
マートフォンなどの携帯情報端末を用いた
情報保障システムを実験的に構築し，聴覚障
がいや視覚障がいを持つ方，海外からの来館
者にも楽しんでもらえるガイドシステムを
用意した．このシステムを評価するために２
回の公開実験を行ない参加者からの評価も
得ている． 
図８にシステムのトップメニューを，また
図９に試験公開時での受付の様子を示す． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図８ かごしま水族館における情報保障シ
ステム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図９ 試験公開時の受付の様子 
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